
• 入門・法と社会

• 憲法 1
• 民法総則
• 刑法総論

■ 最高裁判例におけるDNA鑑定結果の証拠能力について　

■ 子育て支援の法と政策

■ 高齢者医療・介護改革の法的検討

■ 予防接種と国家賠償責任

1年次 2年次 3年次 4年次

• 日本法制史
• 西洋法制史
• 政治学原論
• 政治史
• 経済原論
• 行政学
• 法律時事英語
• 法律学特殊講義１
• 法律学特殊講義２
• 法律学特殊講義３
• 法律学特殊講義４
• 法律学特殊講義５

• 法律学特殊講義６
• 法律学特殊講義７
• 比較憲法
• 刑事政策
• 裁判法
• 英米法
• 独法
• 仏法
• 法思想史
• 現代社会と法
• 測量学
• 基礎演習

• 演習Ⅱ

成長の
プロセス

必　修

選　択

1 憲法
最高裁判所で下された判決を取り上げ、またそれと
対立する事案の考え方を学びます。日本国憲法の基本
原理を理解すると同時に、複数の主張を踏まえて判例
を説明する力を養います。

2 行政法
行政法の基本原理を理解した上で、情報公開法、個
人情報保護法、特定秘密保護法といった近年導入さ
れた法律に注目して学びます。最近の事件などの法的
解釈を目指します。

3 実務演習Ⅰ
弁護士が講師となり、基本的人権や表現の自由など、
日本国憲法の諸論点に注目しながら、実務で法律がど
のように適用されるかを学びます。基礎的な法解釈能
力の修得を目指します。

初年次から憲法・民法・刑法といった基礎的科目を学び、2年次以降に商法・民事訴訟法・刑事訴訟法などの応用・発展科目を学ぶ。

選択必修

• 行政法 2
• 物権法
• 債権総論
• 債権各論
• 家族法

• 法律学特殊講義８
• 法律学特殊講義９
• 演習Ⅰ
• 外書講読（英書）
• 外書講読（独書）
• 外書講読（仏書）
• 外書講読（中国書）
• 法社会学
• 担保物権法
• 登記法
• 保険・海商法
• 国際紛争解決法
• 国際私法
• 環境法
• 経済法

• 有価証券法
• 民事訴訟法
• 刑事訴訟法
• 行政救済法
• 税法

• 地方自治法
• 労働法
• 社会保障法

• 会社法
• 商法総則・商行為法
• 刑法各論
• 国際法

• 消費者法
• 知的財産権法
• 民事執行・保全法
• 倒産処理法
• 法哲学
• 経済学特殊講義１
• 財政学
• 国際関係論
• 経済政策
• 社会政策
• 実務演習Ⅰ 3
• 実務演習Ⅱ
• 実務演習Ⅲ
• 比較政治学

■必修:12単位
■選択必修:12単位
■選択:68単位

専門教育科目:92単位
全学共通科目:28単位
広域選択:4単位

卒業に必要な単位：124単位4年間の流れ

卒業論文テーマ・研究課題例

Message 在学生メッセージ Topics

法律の中でも生活に密着した民法に興味があります。駒澤大学の法律学科は、民法を演習テーマに
する専任教員が多かったため、より実践的な内容が学べると考えここを選びました。1年次に法律を学
ぶ上で基礎となる憲法・民法・刑法の知識を学び、2年次以降は自ら興味を持ってさまざまな法を履修
することができました。条文や判例を扱うことで、今までは自分とは関係ないと感じていた法律をより
身近に感じる機会が増えてきました。特に労働法は、今まさに直面している就職活動と直結する内容
が多く、実生活で役立つ内容だと思います。現在は、就職活動および社会に出てから役立つファイナ
ンシャルプランナーや簿記などの資格取得に向けて勉強中です。大学生活では、部活動を通してたく
さんの仲間との出会いがあり、勉学とともに人間的成長につながったのではないかと感じています。

法律学科では、昼間（フレックスA）と夜間
（フレックスB）の昼夜開講制をとっていま
す。フレックスBは、昼間に通学が難しい学
生向けの夜間コースで、平日の6・7時限※と
土曜日の3～7時限に授業が設けられていま
す。一定の単位までは、双方のカリキュラム
の履修が認められているので、昼夜を組み合
わせて学べます。
※5時限に授業が開講される場合もあります。

労働法を学んだことが就職活動にも役立ちました。

中澤 みのり
法律学科4年／

長野清泉女学院高等学校出身

［3年次前期の時間割］

フレックスシステム

Mon. Tue. Wed. Thu. Fri. Sat.
1 民事執行・保全法 労働法
2 社会保障法
3 行政救済法
4 演習Ⅰ 法哲学 担保物件法
5 環境法 地方自治法
6 登記法 ICTリテラシー
7 保険・海商法
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